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利用・用途・応用分野

苛性ソーダ製造用の隔膜や工業廃水からの重金属や酸の回収、燃料電池

目的・課題 解決ポイント

水、電解質、非電解質、有機溶媒など
の混合溶液から電解質をバリヤーし、
水、非電解質、有機溶媒等をイオンよ
りも選択的に透過させることのできる
イオンバリヤー膜と該イオンバリヤー
膜を使用した分離装置を提供すること
を目的とする。
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発明の名称：イオンバリヤー膜および
該イオンバリヤー膜を使用した分離装置

水に可溶であり、加熱によって皮膜を
形成し、耐水性となり得る親水性を有
する結晶性のポリビニルアルコールを
マトリックスとする陽イオン交換膜層と、
前記ポリビニルアルコールと同様の性
質を有する結晶性のポリビニルアル
コールをマトリックスとする陰イオン交
換膜層が積層され、熱処理された、非
荷電溶質や溶媒よりもイオンの透過性
が相対的に低いことを特徴とする。

無料開放特許

ポリビニルアルコールの高分子の主
鎖を構成する部分にイオン交換基と
は異なる多くの水酸基が結合してお
り、ポリビニルアルコールの高分子
体が親水性を有するものであり、且
つ結晶性を有していれば、これにイ
オン交換基が結合していても、また
別にイオン交換基を有する物質が混
合されていてもよい。これらを総称し
てポリビニルアルコール（ＰＶＡ）マト
リックスよりなる（陽又は陰）イオン交
換膜という。陽イオン交換膜層が、ポ
リビニルアルコールと高分子アニオ
ンの混合物、前記陰イオン交換膜層
が、ポリビニルアルコールと高分子カ
チオン（共重合体ポリアリルアミンが
好ましい）の混合物からなるものであ
ることが好ましい。

【化学式：共重合体ポリアリルアミン】


